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Made in Kawachinagano
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1温室で製品の開発試験をする研究者　2一つの化合物が製品化され
るのは16万分の１の確率と語る町谷所長　3試験管を使ったスクリー
ニング（選抜）試験　4同社の製品　5広大な敷地にある研究棟と農
場　6研究所では150人の研究者が開発に携わる

　

赤
峰
市
民
広
場
の
南
西
に
位
置
す

る
日
本
農
薬
株
式
会
社
は
本
市
に
病

害
虫
研
究
農
場
を
開
設
し
て
今
年
で

87
年
を
迎
え
ま
す
。長
年
本
多
町
付
近

に
あ
っ
た
研
究
部
門
は
平
成
５
年
か
ら

現
在
の
場
所
に
移
転
。
広
大
な
敷
地
に

は
研
究
棟
と
農
場
、
温
室
が
あ
り
、
化

学
、
生
物
、
安
全
性
の
各
分
野
の
研
究

者
が
三
位
一
体
と
な
っ
て
、
新
規
農
薬

の
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
「
こ
の
研
究
所
で
は
３
年
に
一
つ
の
新

規
農
薬
の
創
出
を
目
指
し
て
い
ま
す
」

と
同
社
総
合
研
究
所
所
長
の
町ま

ち

谷や

幸こ
う

三ぞ
う

さ
ん
は
語
り
ま
す
。一
つ
の
薬
剤
を

全
世
界
で
開
発
す
る
に
は
数
多
く
の
化

ル
ー
プ
の
一
角
を
占
め
る
製
品
に
成

長
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
研
究
者
同
士
の
情
報

交
換
が
容
易
に
で
き
る
の
も
会
社
の

研
究
機
能
を
１
か
所
に
集
約
し
て
い

る
か
ら
で
、「
研
究
者
の
洞
察
力
が
高

く
海
外
メ
ー
カ
ー
よ
り
遥
か
に
高
い

確
率
で
製
品
化
で
き
る
の
も
我
社
の

強
み
で
す
」と
町
谷
所
長
は
胸
を
張

り
ま
す
。同
社
は
ま
ず
は
売
上
１
０
０

０
億
円
、次
い
で
世
界
で
10
番
以
内

の
農
薬
会
社
に
な
る
こ
と
を
目
標
に

こ
れ
か
ら
も
社
員
が
一
丸
と
な
っ
て
創

薬
の
研
究
に
励
み
、
河
内
長
野
か
ら

世
界
へ
の
挑
戦
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

未来の食と農業を
支える力になりたい
日本農薬株式会社

合
物
の
合
成
と
有
効
性
、安
全
性
の

検
証
が
求
め
ら
れ
、
約
２
０
０
億
円

の
費
用
と
10
年
以
上
の
年
月
が
必

要
だ
と
か
。
ま
た「
新
し
い
化
合
物

が
製
品
に
な
る
確
率
は
16
万
分
の

１
で
す
」と
町
谷
所
長
。

　

同
社
の
代
表
的
な
製
品
「
フ
ェ
ニ

ッ
ク
ス
」は
蛾
な
ど
の
チ
ョ
ウ
目
害
虫

の
筋
肉
を
収
縮
、
摂
食
停
止
さ
せ
る

こ
と
で
高
い
効
果
を
示
し
ま
す
。
ほ

か
に
も
稲
の
免
疫
力
を
高
め
い
も
ち

病
に
か
か
り
に
く
く
す
る
「
ブ
イ
ゲ

ッ
ト
」、
ウ
ン
カ
幼
虫
の
成
長
を
止
め
、

脱
皮
を
阻
害
す
る「
ア
プ
ロ
ー
ド
」な

ど
開
発
し
た
製
品
は
日
本
を
は
じ
め

海
外
で
も
広
く
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

同
社
の
強
み
は
殺
虫
、
殺
菌
、
除

草
評
価
を
担
当
す
る
各
生
物
研
究

者
が
お
互
い
刺
激
し
な
が
ら
切
磋

琢
磨
し
、
鋭
い
観
察
眼
を
持
っ
て
い

る
こ
と
。
一
例
を
上
げ

る
と
、
紫
外
線
に
弱
く
、

農
地
で
は
使
え
な
い
と

思
わ
れ
た
殺
菌
剤
も
水

虫
薬
と
し
て
な
ら
光
の

影
響
も
な
く
、
そ
の
高

い
有
効
性
を
発
揮
で
き

る
の
で
は
と
研
究
者
が

発
想
、
今
で
は
国
内
水

虫
薬
市
場
の
ト
ッ
プ
グ

▲「フェニックス」は天敵や有用
昆虫に対しては安全性が高く、
天敵減少に起因する害虫の大
量発生が起こりにくいという。

日本農薬株式会社総合研究所
日本初の農薬専業メーカーとして
誕生。本市にある同社総合研究所
では各研究部門が有機的に連携
し、技術開発の中心を担っている。
小山田町 345☎ 56-9000 
http://www.nichino.co.jp


